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　【目的】近年，P－glycoproteinをはじめとす
る癌細胞の多剤耐性機序の解明が進んでいるが，
臨床における化学療法の困難さの一因として癌細
胞の形質転化に由来する抗癌剤感受性の変化も重
要であると考えられる。我々は当科にて樹立した
子宮体部明細胞癌培養株（TMCC－2）とin　vitro
での未分化転化を生じた未分化癌培養株（TMCC－2U）
を用い形質転化に伴う抗癌剤感受性の変化について
MTT　assay法により検討を加えたので報告する。
　【方法】細胞数と吸光度の相関，至適叩き込み
細胞数の検討を行った後，10種の抗癌剤について
96時間cont　inuous　exposureを行い培養終了の4
時間前にMTT溶液（5㎎！me）を各we　11に10μ1ず
つ添加し，培養終了後1，500rpm　10分間遠心し，
上清を100μ1ずつ静かに吸引排除しDMSOを150
μ1ずつ加え，約2分間混和し，MTT　formazan
を溶解させscannning　multiwell　spectrophoto－
meterを用いて550nmにて吸光度を測定した。
最高血中濃度の1／10濃度において対象群に対し
て50％以上の吸光度減少すなわち増殖抑制を示す
もの（IC50／PPC＜0．1）を感受性有りと評価した。
　【成績】TMCC－2については抗癌剤作用機序
のtype豆に属するVCRとMTX，TMCC－2Uに
ついてはtype　Iに属するDOX，　THP，　MMC，　VP
－16と，type皿に属するVCR，5－FU，　MTXに
ついて感受性ありと評価できた。
　【考察】以上の結果から癌細胞の形質転化に伴
った抗癌剤感受性の変化が確認され，感受性の変
化は癌細胞の代謝経路の変化，増殖特性の変化に
由来するとともに，臨床においては宿主レベルの
影響が関与している可能性が示唆された。
　今後，各種抗癌剤の作用機序と各癌細胞の細胞
周期，および代謝経路の検討を加えることにより，
臨床的に予後不良な未分化転化癌に対する治療法
の確立が期待できるものと考える。
目的：新たに樹立した子宮体癌培養株を免疫原と
して，体癌に対する腫瘍マーカーの作成を試みた。
方法：子宮体癌患者（中分化型腺癌）より新たに
樹立した培養株（染色体46，XX，＋8，　t（14q14q））を免
疫原としてBALB　l　Cマウスの腹腔内に2週間隔で3回
投与し，最終免疫後4日目にマウスミエローマ株（P3×
63Ag8U1）と細胞融合を行った。スクリーニングは本培
養株を用いたCELL　ELISAにより律・，クローニング
は限界希釈法によった。モノクローナル抗体のサブ
クラス決定は免疫拡散法により，抗原決定基の検
索はトリプシン，過沃素酸処理により行った。作
成したモノクローナル抗体の免疫組織学的染色は
LAB法を用い，未分化及び高分化型子宮体癌培養
株及びSatyaswarroopの方法により分離培養した
正常内膜腺細胞，さらに子宮体癌，子宮筋腫より
採取した内膜癌及び正常内膜のパラフィン組織切
片について行った。
結果：細胞融合により本培養株と免疫学的に反応
する6種のポリクローナルハイブリドーマを得，
このうち限界希釈により3種のモノクローナルハ
イブリドーマ1D4，3H2，4B6を作成した。サブ
クラスはそれぞれIgM，　IgG1，　Ig　Gpであった。
抗原決定基は3者とも免疫反応がトリプシンにより
消失，過沃素酸処理にて変化しないことよりペプ
タイドと考えられた。免疫組織学的にモノクロー
ナル抗体，4B6は本培養株以外の体癌培養株及
び培養腺細胞に染色されたが，1D4，3H2は培
養腺細胞では染色されず体癌培養株にのみ染色さ
れた。パラフィン組織切片でも同様の所見が得ら
れた。
結論：新たに作成したハイブリドーマから子宮体
癌細胞に特異的に反応するモノクローナル抗体を
産生するモノクローンを選別し，新しい腫瘍マー
カーとしての可能性が示唆された。
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